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今
後
、
洪
水
や
干
ば
つ
が
増
え
、
水
の
利
用
可
能
性
に
変
化
が
起
こ
る
と
、
健
康
や
食
糧
の
安

全
保
障
に
影
響
し
、
そ
の
結
果
難
民
の
増
加
や
政
情
不
安
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
。
現
在
二
十
億
人
が
水
不
足
を
含
む
水
ス
ト
レ
ス
（
年
間
一
人
当
た
り
千
七
百
立
方
メ
ー
ト
ル

以
下
）
の
高
い
国
で
暮
ら
し
て
い
る
。
人
口
増
加
、
経
済
発
展
、
さ
ら
に
文
化
的
な
生
活
に
よ
り

水
需
要
が
高
ま
り
、
こ
の
状
況
は
悪
化
す
る
。
既
存
の
気
候
変
動
シ
ナ
リ
オ
の
ま
ま
で
は
、
二
〇

三
〇
年
ま
で
に
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
で
は
、
水
不
足
に
よ
り
七
億
人
の
避
難
民
が
生
ま
れ
る
だ
ろ

う
。（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
：
国
連
砂
漠
化
対
処
条
約
）
特
に
十
八
歳
以
下
の
子
供
の
四
分
の
一
が
、
こ

の
極
端
な
水
ス
ト
レ
ス
地
域
に
住
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

⑵　

水
と
災
害

　

あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
の
九
〇
％
が
水
災
害
（
洪
水
、
嵐
、
干
ば
つ
な
ど
）
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
：
国
連
国
際
防
災
戦
略
機
関
）
特
に
ア
ジ
ア
地
区
は
水
災
害
に
最
も
脆
弱
な
地

域
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
間
で
災
害
を
受
け
た
人
々
の
九
〇
％
以
上
と
、
ま

た
死
者
の
四
五
％
以
上
は
ア
ジ
ア
地
域
の
人
々
で
あ
っ
た
。（U

N
ESCO

 

２
０
０
９
年
報
告
）

　

一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
間
、
洪
水
被
害
は
水
災
害
の
四
三
％
を
占
め
、
二
十
三
億
人
が

被
害
を
受
け
、
十
五
万
七
千
人
が
死
亡
、
経
済
損
失
は
六
十
六
兆
二
千
億
円
に
の
ぼ
っ
た
。

⑶　

水
と
生
態
系

　

地
球
は
過
去
百
年
間
で
七
〇
％
以
上
の
自
然
な
湿
地
面
積
を
喪
失
し
、
貴
重
な
生
態
系
や
淡

一
．
Ｕ
Ｎ
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
る
世
界
的
な
水
の
事
実

　

筆
者
が
勤
務
し
て
い
た
国
連
に
は
「
国
連
水
関
連
機
関
・
調
整
委
員
会
（U

N
-W

ater

、
本
部

ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
が
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
二
〇
〇
三
年
に
設
置
さ
れ
、
水
関
連
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
三
十
を
超
え
る
国
連
お
よ
び
国
際
機
関
が
「
水
と
衛
生
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
の
調
整
役
を
担
っ
て
い
る
。
水
問
題
は
多
様
か
つ

相
互
に
関
連
し
て
お
り
整
理
は
難
し
い
が
、
Ｕ
Ｎ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
以
下
に
示
す
十
二
の
テ
ー
マ
に

分
類
し
世
界
の
水
の
事
実
（W

ater Facts

）
を
紹
介
し
て
い
る
。

⑴　

水
と
気
候
変
動
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パン 

代
表

国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構・技
術
普
及
委
員
長

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム 

理
事

）
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年
報
告
書
）、
フ
ァ
ク
ト
②
水
く
み
の
時
間
が
三
十
分
か
ら
十
五
分
に
短
縮
さ
れ
る
と
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
は
女
子
学
校
の
出
席
率
が
一
二
％
に
向
上
し
た
（U

N
ICEF

）

⑹　

水
と
衛
生
に
関
す
る
人
権

　

国
連
は
水
お
よ
び
衛
生
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
人
権
と
し
て
認
識
。「
安
全
な
飲
料
水
に
対
す
る
人

権
」
は
二
〇
一
〇
年
の
国
連
総
会
で
法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
国
際
法
の
一
部
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、「
衛
生
に
関
す
る
人
権
」
は
二
〇
一
五
年
の
国
連
総
会
で
、
個
別
の
人
権
と
し
て
明
確
に

認
識
さ
れ
た
。（U

N
, 

２
０
１
６
年
報
告
）

⑺　

水
質
と
排
水

　

世
界
で
は
、
排
水
の
八
〇
％
以
上
が
適
切
に
処
理
さ
れ
ず
放
流
さ
れ
て
い
る
。
安
全
に
管
理
さ

れ
た
排
水
は
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
栄
養
素
、
そ
の
他
の
再
生
可
能
資
源
の
持
続
可
能
な
ソ
ー
ス

と
な
る
。
適
切
な
排
水
管
理
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
れ
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
大
い
に
上
回
る
。

つ
ま
り
適
切
な
排
水
処
理
の
管
理
は
、
人
間
の
健
康
、
経
済
成
長
、
持
続
可
能
な
環
境
保
持
に
寄

与
し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
や
グ
リ
ー
ン
な
雇
用
を
生
み
出
す
。（U

N
-W

ater 

２
０
１
１
年

報
告
）

⑻　

水
不
足

　

約
十
二
億
人
（
世
界
人
口
の
約
二
〇
％
）
が
水
不
足
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
十

水
生
物
も
失
わ
れ
た
。
ほ
ぼ
自
然
な
状
態
に
近
い
水
質
を
持
つ
流
域
は
、
二
〇
％
に
満
た
な
い
。

ま
た
自
然
発
生
的
な
地
下
水
の
ヒ
素
汚
染
を
受
け
て
い
る
の
は
七
十
カ
国
で
約
一
億
四
千
万
人

で
あ
る
。

⑷　

水
と
衛
生
へ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

現
在
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
構
成
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
６
「
安
全
な
水
と
適
切
な
衛
生
設
備
へ

の
ア
ク
セ
ス
」
を
実
現
・
達
成
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
事
実
と
し
て
八
〇
％
以
上
の
国
々
が

目
標
達
成
す
る
た
め
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
不
足
と
報
告
し
て
い
る
。
水
と
衛
生
に
関
す
る
国
際
援

助
は
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
五
年
間
で
６
３
億
米
ド
ル
か
ら
７
４
億
米
ド
ル
に
増
加
し
た
も
の

の
、
今
後
の
援
助
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
額
に
つ
い
て
は
、
１
０
４
億
米
ド
ル
か
ら
８
２
億
米
ド
ル
に

減
少
し
て
い
る
。（GLA

A
S 

２
０
１
７
年
報
告
）

⑸　

水
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

低
所
得
国
の
家
庭
に
お
い
て
、
女
性
や
女
児
が
生
活
用
水
の
調
達
や
、
下
水
や
衛
生
の
管
理
を

担
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の
為
に
彼
女
た
ち
は
就
労
や
学
習
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
適
切
な
衛
生
設
備
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
出
来
ず
、
野
外
で
の
排
泄
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

人
口
の
半
分
を
占
め
る
彼
女
た
ち
の
潜
在
能
力
を
開
花
さ
せ
る
た
め
に
、
水
と
衛
生
に
お
け
る
女

性
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ァ
ク
ト
①
敷
地
内
に
水
源
を
持
た
な
い
十
世
帯
の
う
ち

八
世
帯
に
お
い
て
女
性
た
ち
が
、
水
汲
み
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。（W

H
O

, U
N

ICEF 

２
０
１
７
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⑾　

水
と
衛
生

　

児
童
の
栄
養
不
良
の
五
〇
％
は
、
不
安
全
な
水
、
不
適
切
な
下
水
・
衛
生
施
設
に
何
ら
か
の
原

因
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
衛
生
環
境
の
向
上
は
、
最
も
費
用
対
効
果
の
高
い
医
療
で
あ
る
。

（W
orld Bank 

２
０
１
６
年
報
告
）

⑿　

水
、
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

世
界
の
取
水
量
の
七
〇
％
は
農
業
用
水
が
占
め
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
世
界
の
水
需
要
量
は
二
〇
五
〇

年
ま
で
に
五
五
％
増
加
。
主
な
原
因
は
製
造
業
の
水
需
要
で
あ
り
四
〇
〇
％
増
加
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
約
八
億
人
が
飢
餓
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
球
上
の
九
十
億
人
の
人
々
の
空
腹

を
満
た
す
た
め
に
は
、
世
界
の
食
糧
生
産
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
五
〇
％
増
加
す
る
必
要
が
あ

る
。（FA

O
/IFA

D
/U

N
ICEF/W

FO
/W

H
O

, 

２
０
１
７
年
報
告
）

　
　

　

世
界
各
国
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
項
目
の
達
成
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
努
力
を
続
け
て
い
る
が
、

水
問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
項
目
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
最
近
の
論
議
は
、
物
理
的
リ
ス
ク
の
観

点
よ
り
具
体
的
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
構
築
策
定
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
等
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
長
期
投
資
家
を
い
か
に
巻
き
込
む
の
か
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
起
爆
剤
に
な
る

だ
ろ
う
。
日
本
に
お
い
て
は
、
水
災
害
が
主
体
で
あ
る
が
、
こ
の
報
告
書
を
基
に
し
て
世
界
の
水

の
未
来
を
俯
瞰
し
て
頂
き
た
い
。

六
億
人
は
経
済
的
な
理
由
で
水
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。（FA

O
 

２
０
０
７
年
報
告
）

　

三
十
六
億
人
（
世
界
人
口
の
半
分
）
が
少
な
く
と
も
月
に
一
度
は
水
不
足
に
陥
る
潜
在
的
な
リ

ス
ク
を
持
つ
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
三
十
六
億
人
の
七
三
％
は
ア
ジ
ア
に
暮
ら
す
人
々
で

あ
る
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
世
界
に
お
け
る
水
不
足
人
口
は
四
十
八
～
五
十
七
億
人
に
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。（U

N
ICEF 

２
０
１
８
年
報
告
）

⑼　

国
境
な
き
水

　

世
界
に
は
二
百
六
十
三
の
国
際
流
域
と
約
三
百
の
越
境
帯
水
層
が
存
在
す
る
。
国
土
内
に
国
際

流
域
を
含
む
国
は
百
四
十
五
カ
国
に
の
ぼ
り
、
国
全
体
が
国
際
流
域
に
属
す
る
国
は
二
十
一
カ
国

で
あ
る
。

　

一
九
四
八
年
以
来
、
約
二
百
九
十
五
の
水
に
関
す
る
国
際
合
意
が
結
ば
れ
た
が
、
未
だ
に
水
紛

争
の
発
生
は
続
い
て
い
る
。（U

N
ESCO

 

２
０
１
５
年
報
告
）

⑽　

水
と
都
市
化

　

現
在
、
世
界
人
口
の
五
五
％
は
都
市
に
居
住
し
て
お
り
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
約
六
八
％
に
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
都
市
部
へ
新
た
に
二
十
五
億
人
が
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
九
〇
％
近
く
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
（U

N
-D

ESA

）
世
界
人
口

の
約
三
九
％
（
二
十
九
億
人
）
が
安
全
に
管
理
さ
れ
た
衛
生
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

五
人
の
う
ち
三
人
は
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
（W

H
O

/U
N

ICEF, 

２
０
１
７
年
報
告
）
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